
 

  

  

  

公表：  2022 年  2 月 5 日                                事業所名 こどもサポート教室「クラ・ゼミ」青森桜川校  

  
チェック項目  はい いいえ 工夫している点 

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標 

環
境
・
体
制
整
備 

① 
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
○    

② 職員の配置数は適切である  ○    

③ 

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

○  

文字やイラストを用い、視覚

的に理解しやすいように配

慮している。また、情報が多

くなり過ぎないようにもしてい

る。 

ドアを外したり階段に滑り 

止めを貼ったり等している。 

 

④ 

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

○  

感染症の予防のため、利用

者様と保護者様・スタッフ

は、検温・消毒を実施して

いる。 

 

業
務
改
善 

⑤ 
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
○  

年に 2 回、振り返りと上司

との面談を行っている。 

他校舎との繋がりをもっと増や

し、目標設定や振り返りを行え

るようにしたい。 

⑥ 

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把

握し、業務改善につなげている  

○  

保護者様からの評価表

（ご意見）をみんなで共有

している。 

業務改善につなげていきたい。 

⑦ 

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

○    

⑧ 
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
 ○ 

内部でだが、他県や周りの

事業所のスタッフから評価を

もらっている。 

 

 

 

⑨ 
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
○  

外部講師を招いての研修を

年に数回行っている。 
今後も継続していきたい。 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

適
切
な
支
援
の
提
供 

⑩ 

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

○  

モニタリング後にケース会議

を開き、個別支援計画を作

成している。 

 

⑪ 
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
○  

今年度から、今までのものよ

りももっと細かいアセスメント

シートをつけるようにし、利

用者様一人ひとりの様子を

把握できるようにしている。 

アセスメントを活かして支援をし

ていけるよう努力していきたい。 

⑫ 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域

支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な項

目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容

が設定されている  

○    

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている  ○  
支援計画を意識して支援

プログラムを立てている。 
 

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている  ○   

今後もケース会議などを活用

し、話し合ってプログラムを作って

いきたい。 

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している  ○  

担当一人では支援に偏りが

出てしまう恐れがあるため、

複数で担当し、様々なプロ

グラムを行うようにしている。 

行ったプログラムやその際の利用

者様の様子など、文章での共

有が多いため、今後は口頭でも

もっと共有していきたい。 

⑯ 
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
○  

支援利用計画や個別支援

計画で小集団支援が必要

となった場合には、保護者

様に相談のもと、実施して

いる。 

 

⑰ 
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
○  

必ずではないが、フォローが

必要な利用者様は毎回必

ず事前に打ち合わせをして

いる。 

 

⑱ 

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

○  

必ずではないが、ケース会

議や事業所内共有のツー

ルを使用し、情報共有を行

っている。 

 



 

  

⑲ 
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
○  

支援記録は毎回必ずとって

いる。 

支援の検証・改善に活かせるよ

うな記録になるよう、今後も気を

付けて取り組んでいきたい。 

⑳ 
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見

直しの必要性を判断している  
○  

4,5 ヶ月に 1 回、モニタリン

グを行い、保護者様とクラ・

ゼミでの支援の振り返りと最

近のご様子について情報共

有をし、支援計画を見直し

ている。 

 

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

㉑ 

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

○  

担当者会議には、指導員

1 名、管理者 1 名が参加

するようにしている。 

 

㉒ 
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機

関と連携した支援を行っている  
 ○ 

子育て支援等の関係者や

関係機関とは連携を行って

いない。保護者様からご希

望があれば、連携していきた

い。 

 

㉓ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

  

医療的ケアが必要な利用

者様の受け入れを行ってい

ない。 

 

㉔ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整え

ている  

  

医療的ケアが必要な利用

者様の受け入れを行ってい

ない。 

 

㉕ 

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

  

移行支援を行っていない

が、ご希望に応じて行う予

定。 

 

㉖ 

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を

図っている  

  

移行支援を行っていない

が、ご希望に応じて行う予

定。 

 

㉗ 

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

 ○ 
保護者様からご希望があれ

ば行いたいと思う。 
 

㉘ 
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
 ○   



 

  

 
㉙ 

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
 ○   

㉚ 
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
○    

㉛ 

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

 ○ 

ご希望があれば、事業所内

相談支援を実施している。 

ペアレント・トレーニングはし

ていないが、保護者様の相

談にはできる限り答えるよう

にしている。 

 

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

㉜ 
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
○    

㉝ 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作

成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容

の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同

意を得ている  

○    

㉞ 
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
○  

フィードバックの時間では話

ができない際は、事業所内

相談支援を紹介している。 

 

㉟ 
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
○  

クラ・ゼミ（アクセスジョブ青

森）で『enjoin』を開催し、

保護者会の場を提供してい

る。 

チラシを掲示したり、保護者様

に個別に声をかけたりはしている

が周知しきれていないため、今

後はもっと知らせていくようにした

い。 

㊱ 

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相

談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応して

いる  

○    

㊲ 

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

○  
保護者様への周知は掲示

物が多かった。 

ブログでの周知も今後行ってい

きたい。 

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している  ○    

㊴ 
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
○    



 

  

㊵ 
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
 ○ 

クラ・ゼミとして、発達支援

研究所と提携を図り、誰で

も参加できる研修等を行っ

ている。 

以前行っていた療育の体験など

を検討していきたい。 

非
常
時
等
の
対
応 

㊶ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施している  

○    

㊷ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  
○  

毎月避難訓練を実施して

いる。 

利用者様参加も検討していき

たい。 

㊸ 
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
○  

てんかん発作等が起きた時

の対処法を話し合っている。 

今後も定期的に確認していきた

い。 

㊹ 
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
  

食事提供をしていないが、

教材等でアレルギーが発生

しないように気を付けてい

る。 

 

㊺ 
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
○    

㊻ 
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
○    

㊼ 

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載し

ている  

○    

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2022 年  2 月  5 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「クラ・ゼミ」青森桜川校         保護者等数（児童数）：11  回収数：9  割合：82％  

 

  チェック項目 はい 
どちらともい

えない 
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応 

環
境
・
体
制
整
備 

① 
子どもの活動等のスペースが十分に確保されてい

るか            
7 2 0 0  

一軒家を借りているため、

ご不便をおかけしていると

ころがあるかもしれません。

何かお困りのことなどありま

したら、ご遠慮なくお話しく

ださい。 

② 職員の配置数や専門性は適切であるか     9 0 0 0   

③ 

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

8 0 0 1   

④ 

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

9 0 0 0   

適
切
な
支
援
の
提
供 

⑤ 

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されている

か  

9 0 0 0   

⑥ 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ

インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発

達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

9 0 0 0   

⑦ 
児童発達支援計画に沿った支援が行われている

か  
9 0 0 0   

⑧ 
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
9 0 0 0 

今の興味があること

をすぐに取り入れた

内容にしてくださって

いました。 

保護者様が日頃のご様

子をお伝えしてくださるお

かげで、支援の内容を工

夫することができていま

す。ありがとうございます。 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

⑨ 
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
3 1 1 4  

1 時間の療育の中で、交

流などは難しいのが現状

です。もし関係機関との

連携会議などご希望がご

ざいましたら、ご相談くださ

い。 

保
護
者
へ
の
説
明
等 

⑩ 
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
9 0 0 0   

⑪ 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

9 0 0 0   

⑫ 
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・

トレーニング等）が行われているか  
4 1 0 4  

ペアレント・トレーニングは

行っていませんが、相談事

がありましたら、事業所内

相談支援も行っているた

め、お声がけください。 

⑬ 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど

もの発達の状況や課題について共通理解ができて

いるか  

8 0 0 1 

いつも気にかけて下

さり、親の心の安心

にもなっています。 

ありがとうございます。今後

もフィードバックの時間やモ

ニタリング、事業所内相

談支援を利用していただ

きたいです。一緒に子育

てをしていけたらと思いま

すので、よろしくお願いいた

します。 

⑭ 
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
7 0 0 2 

いつも気にかけて下

さり、親の心の安心

にもなっています。 

フィードバックやモニタリン

グ、事業所内相談支援

でお話しする時間を作れ

ますので、ご希望がござい

ましたら、お声がけくださ

い。 

⑮ 
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されているか  
4 1 1 3  

父母の会や保護者会等

はないのですが、

『enjoin』というイベントを

行い、保護者様同士の

交流や情報交換の場を

作っていますので、ぜひご

参加ください。 

⑯ 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

8 0 0 1   



 

  

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

⑰ 
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた

めの配慮がなされているか  
8 0 0 1   

⑱ 

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する

自己評価の結果を子どもや保護者に対して発信

されているか  
7 1 0 1  

ブログを行っていますので、

よろしければご覧ください。

（HP リニューアルに伴

い、過去の記事が見られ

なくなっています。今後の

投稿をご覧ください。） 

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか  9 0 0 0   

非
常
時
等
の
対
応 

⑳ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症

対応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明

されているか。また、発生を想定した訓練が実施さ

れているか  

8 0 0 1   

㉑ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われているか  
5 0 0 4  

避難訓練については防災

掲示板にお知らせがありま

すので、よかったらご覧くだ

さい。 

満
足
度 

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか  8 1 0 0 

すごく楽しみにして

います。つながること

ができて本当に良か

ったです。 

おうちでクラ・ゼミごっ

こをするくらい楽しみ

にしています。 

通所を楽しみに来てくださ

る方、ありがとうございま

す。 

どちらともいえない方は、

今後楽しんで通っていただ

けるように工夫したいと思

いますので、よろしくお願い

いたします。 

㉓ 事業所の支援に満足しているか  9 0 0 0 

スタッフ皆さんの支え

に感謝しています。 

いつもワクワクする

魅力的な活動が組

まれており、親子

共々とても満足して

おります。 

いつもお忙しい中通ってき

てくださり、ありがとうござい

ます。今後もご満足いた

だけるよう、支援を工夫

し、保護者様と一緒に取

り組んでいきたいと思いま

すので、よろしくお願いいた

します。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


